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Study about The Theoretical Estimation of The Positive Effects of Herbal Dishes 
for Womens's Disease and Cancer, and The Measurement of Main Components
（Cinnamic-aldehyde）from Herbal Dishes using Cinnamomum cassia.
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　We investigated the positive effects of Chinese herbal dishes cooked with raw 
medical plants and other food materials. To estimate the positive effects of herbal dishes 
for womens's diseases and cancer, we applied a theoretical basis which used the theory 
of old Chinese medicine based on the new methods established by Dr. Watanabe with 
radar chart（＝ radar graph；RG）patterns.
　The results obtained were as follows：
（１） This methods  applied to the herbal dishes and the Chinese medicines（Kampo）
were effective for many diseases such as menses disease, constipation, fair 
complexion and cancer.
（２） We compared the RG patterns for the herbal dishes and the Chinese medicines
（Kampo）which have been prescribed for the same disease.
（３） We can clarified that if both RG patterns for the herbal dishes and the Chinese 
medicines（Kampo）have similar pattern, both of them showed similar medical 
effects for the human. 
（４） It is concluded that RG patterns may be used to assess the biological activities of 
the herbal dishes in comparison with Kampo prescriptions.
（５） From these results, we are convinced that this new methods is sufficiently 
applicable for the evaluation of herbal dishes for womens's diseases and cancer.
（６） We attempt the analytical determination of Cinnamic-aldehyde by the methods 
used HPLC to estimate the positive effect from herbal dishes which is cooked with 
Cinnamomum cassia.
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Ⅰ．目的
１．薬膳の効能・効果に関する研究
　古来より「薬食同源」という言葉がよく
用いられている１）。また、近年は「医食同
源」という言葉も同様な意味で用いられて
きている。中国では、病気を治すことより
も、病気を未然に防ぐことが大切であると
考え、食の予防医学を実践してきた。これ
は、薬と食を同じ源と考え、日常の食事で
病気を予防しようとする、食養生の考え方
である２）～５）。
　近年の日本の経済状況から、医療に経費
をかけすぎるとの批判があり、予防医学の
普及とともに、治療に関してもより有効に
治療できないかとの考え方がでてきてい
る。先にも述べたように薬食同源という言
葉があるが、薬膳を作製することで疾病の
予防、改善を日常の食事摂取の中で行うこ
とができ、漢方薬を使用した場合と同じよ
うな効果が得られるのかを、前報に引き続
き調べることにした。
　前報において我々は、女性の観点から女
性特有の悩みや症状を改善することが期待
できると思われる薬膳を作製し、その効果
について検討を行ってきた。疾患としては、
貧血、冷え性、月経痛、便秘を選んだ。ま
た、作製した献立に対して野口ら６）の手
法に準じ、東洋医学的観点から漢方薬の効
能効果を評価することができるレーダーグ
ラフ（以下、RG と略す）を作成し、薬膳
と既存の漢方薬の薬効を比較し、漢方薬と
同じような効能効果が薬膳としても期待で
きるかを検討した。
　その結果、冷え性に関して効果があると
思われる薬膳を見出すことが出来たが、他
３つの疾患（症状）については効果がある
と考えられる薬膳を見出すことが出来な
かった。
　そこで今回、新たに月経痛に対する薬膳
を考案するとともに、女性と関わり合いが
深いと思われる便秘、美肌、さらには日本
人の死亡原因の第１位となっている癌につ
いても検討することとした。手法としては
前回同様、作製した献立に対して野口ら６）
の方法に準じ、RG を作成し、薬膳と既存
の漢方薬の薬効を比較し、漢方薬と同じよ
うな効能効果が薬膳としても期待できるか
を検討した。
２．生糖粥からの桂皮主成分の確認７）、８）
　今回、薬膳に使用した生薬のひとつであ
る桂皮は、その独特の甘みと香り、そして
かすかな辛みが特徴であり、漢方薬として
の原料のほか、シナモンとしてカプチーノ
等の飲料やアップルパイ、シナモンロール
などの洋菓子の香り付けにも使用されてい
る。
　その主成分はシンナムアルデヒドという
芳香族アルデヒドの一種である。ベンゼン
環を一つ有し、構造はフェノール類に似て
いるため、その作用も強壮や全身性刺激作
（７） From the analysis of herbal dishes for womens's diseases，we can determinated 
Cinnamic-aldehyde in“Shotoh Gayu”.
（８） We concluded the positive effects of Chinese herbal dishes for womens's diseases 
by the analysis of Cinnamic-aldehyde.
Key  words： Herbal Dishes，Womens's Disease，Cancer，Positive Effect， 
Main Component of Cinnamomum cassia
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用といった類似した特性を持ち、古来生薬
として、健胃・発汗・解熱・鎮痛薬などに
用いられている。中枢神経系の興奮を鎮静
し、水分代謝を調節し、体表を温め、熱の
発散作用があるため、頭痛・発熱・のぼせ・
感冒・身体疼痛などに応用される。
　漢方薬では、苓桂朮甘湯・桂枝湯・桂枝
加黄耆湯など、風邪薬、鎮痛・鎮痙薬、解
熱、鎮痛、消炎、保健強壮薬、婦人薬とみ
なされる処方に高頻度で配合されている９）。
　そこで今回、桂皮を使用した薬膳中に
シンナムアルデヒドが検出されるかどう
かを、高速液体クロマトグラフ（以下、
HPLC と略す）を用いることによって分析
し、その薬効について検証した。
Ⅱ．方法
１．薬膳の作製法とRGの作成法
　2010年５月に本学調理室にて、薬膳料理
の調理を実施した。後日、そのメニューに
対する RG を作成し、これを用いて調理し
た薬膳と既存の漢方薬の効能・効果を比較
検証した。
２．HPLCによる桂皮主成分の分析法
　今回、薬膳（生糖粥）の材料として使用
した桂皮に含まれる芳香成分のシンナムア
ルデヒド量を、HPLC を用いることにより
分析し、その薬効について検証を加えた。
桂皮及び薬膳（生糖粥）からの HPLC を
用いた分析手法および分析条件等の概要は
次のとおりである。
　⑴ 桂皮中のシンナムアルデヒド含量の分
析方法
　方法の概略を、次に示す。
　⑶シンナムアルデヒドの HPLC 分析条件
　　分析機種：日立製作所　L-7000
　　カラム：Mightysil　RP-18GP-S
　　　　　　（φ4.6mm ×15cm）
　　移動相： 水－アセトニトリル－リン酸
混液（750：250：1）
　　流量：1.0ml/min
　　カラム温度：40℃
　　検出器：UV（273nm）
　　注入量：20μ l
Ⅲ .　結果と考察
1．薬膳の献立
　今回用いた薬膳に献立は、以下のとおり
である10～13）。
月経痛
　【主食】生糖粥
　【主菜】ブロッコリーのかにあんかけ
　⑵ 生糖粥中のシンナムアルデヒド含量分
析方法
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　【副菜】ほうれん草と豚バラ肉の紅花和え
　【汁物】金針菜とひよこ豆のスープ
　【デザート】白玉のなつめあん
便秘
　【主食】ひじき十五穀米
　【主菜】白身魚のエスニック焼き
　【副菜】アスパラガスと蒟蒻の炒め物
　【汁物】きのこと豚肉のスープ
　【デザート】スイートポテト
美肌
　【主食】もちもち黒ごはん
　【主菜】松の実とくるみ入り鶏手羽先
　【副菜】黒木耳の美肌和え
　【副菜】はと麦と緑豆入りごぼうサラダ
　【汁物】木耳と大根のスープ
癌
　【主食】玄米小豆粥
　【主菜】かじきまぐろの南蛮漬け
　【副菜】たけのこの若草和え
　【汁物】干ししいたけとまいたけのスープ
　【デザート】 豆乳と抹茶のゼリーきな粉
かけ
　なお、今回の薬膳の献立に用いた一部の
生薬の写真を下に示す（写真１）。
２．薬膳の栄養価
　各薬膳のエネルギー等の栄養成分を各々
表１～４に示す14）。
　また、メニューの写真を次頁の写真２～
５に示す。
写真１　今回使用した生薬
左から大棗、紅花、枸杞の実、当帰（トウキ）、竜眼肉、菊花、松の実
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表１　＜月経痛＞
写真２　月経痛の薬膳料理
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表２　＜便秘＞
写真３　便秘の薬膳料理
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表３　＜美肌＞
写真４　美肌の薬膳料理
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表４　＜癌＞
写真５　癌の薬膳料理
35
３．薬膳と漢方薬のRGにおける比較・検
証15）、16）
＜美肌＞
　美肌に効果があるとされる漢方薬は、当
帰芍薬散・五苓散・人参湯・半夏瀉心湯な
どであり、今回作成した薬膳の RG と漢方
薬の RG を比較検討した。
　木耳と大根のスープは水剤、脾胃剤、特
に温剤の方向に伸び、人参湯と近い形を示
した。
　人参湯の適応症として、美肌効果、虚弱
体質で、顔色が悪く、冷える人の慢性胃腸
障害などがあげられる。
　もちもち黒ごはんは、脾胃剤の方向に伸
びているが、漢方薬と一致する RG は見ら
れなかった。
　松の実とくるみ入り鶏手羽先は、脾胃剤、
温剤の方向に伸びているが、漢方薬と一致
する RG は見られなかった。
　黒木耳の美肌和えは、脾胃剤の方向に伸
びているが、漢方薬と一致する RG は見ら
れなかった。
　はと麦と緑豆入りごぼうサラダは脾胃剤
の方向に伸びているが、漢方薬と一致する
RG は見られなかった。
　この結果、木耳と大根のスープの RG と
人参湯の RG が近似しており、美肌に効果
があることが推察された。
＜月経痛＞
　月経痛の予防・改善効果があるとされる
漢方薬は四物湯、温経湯、半夏厚朴湯、桂
枝茯苓丸であり、今回作成した薬膳の RG
と漢方薬の RG を比較・検証した。
　生糖粥の RG は脾胃剤、特に温剤の方向
に伸びているが、漢方薬と該当する RG は
見られなかった。
　ブロッコリーのかにあんかけの RG は脾
胃剤、温剤の方向に伸びているが、漢方薬
と該当する RG は見られなかった。
　ほうれん草と豚ばら肉の紅花和えの RG
は脾胃剤、温剤の方向に伸びているが、漢
方薬と該当する RG は見られなかった。
　金針菜とひよこ豆のスープの RG は特に
脾胃剤の方向に伸びているが、漢方薬と該
当する RG は見られなかった。
　白玉のなつめあんの RG は特に脾胃剤の
方向に伸びているが、漢方薬と該当する
RG は見られなかった。
　この結果、今回作成した薬膳の RG は月
経痛に効能効果があるとされる漢方薬の
RG に近似するものは認められなかった。
＜便秘＞
　便秘に予防・改善効果があるとされる漢
方薬は、桂枝加芍薬湯、加味逍遙散、四逆
散、小建中湯であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
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　ひじきと十五穀米の RG は脾胃剤、特に
温剤の方向に伸びているが、漢方薬と該当
する RG は見られなかった。
　アスパラガスと蒟蒻の炒め物の RG は温
剤、脾胃剤、寒剤の方向に伸びているが、
漢方薬と該当する RG は見られなかった。
　スイートポテトの RG は脾胃剤の方向に
伸びているが、漢方薬と該当する RG は見
られなかった。
　白身魚のエスニック焼き、きのこと豚肉
のスープの RG は温剤、脾胃剤の方向に伸
び、小建中湯、桂枝加芍薬湯と近似的に近
い形を示した。
　小健中湯の適応症として、便秘、手足の
冷え、疲労倦怠、神経質などがあげられる。
　桂皮加芍薬湯の適応症として、腹痛、下
痢、便秘、過敏性大腸症候群などがあげら
れる。
　この結果、白身魚のエスニック焼き、
きのこと豚肉のスープの RG と桂枝加芍薬
湯、小建中湯の RG が近似しており、便秘
の予防・改善効果があることが推測された。
＜癌＞
　癌の予防・改善効果があるとされる漢方
薬は、人参養栄湯、補中益気湯、通利小
陽、十全大補湯であり、今回作成した薬膳
の RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　玄米小豆粥の RG は水剤、特に脾胃剤の
方向に伸びているが、漢方薬と該当する
RG は見られなかった。
　かじきマグロの南蛮漬けの RG は温剤、
37
脾胃剤の方向に伸び、人参養栄湯と十全大
補湯に近い形を示した。
　人参養栄湯と十全大補湯の適応症とし
て、癌予防の他に病後の体力低下、疲労倦
怠、食欲不振、手足の冷え、貧血などがあ
げられる。
　たけのこの若草和えの RG は水剤、温剤
の方向に伸びているが、漢方薬と該当する
RG は見られなかった。
　干ししいたけとまいたけのスープの RG
は水剤、寒剤、脾胃剤、特に温剤の方向に
伸びているが、漢方薬と該当する RG は見
られなかった。
　豆乳の抹茶のゼリーきな粉かけの RG は
寒剤、脾胃剤の方向に伸びているが、漢方
薬と該当する RG は見られなかった。
　この結果、かじきマグロの南蛮漬けの
RG と人参養栄湯、十全大補湯の RG が近
似しており、癌の予防・改善効果があるこ
とが推察された。
４．生糖粥からの桂皮主成分の分析
　⑴  HPLC を使用したシンナムアルデヒ
ドの分析結果
　生姜を材料として作成した薬膳（生糖粥）
の中から、HPLC を用いた化学分析によっ
てその有効成分であるジンゲロールを確認
することが可能であった。
　シンナムアルデヒド標準品、桂皮から検
出したシンナムアルデヒド、生糖粥から検
出したシンナムアルデヒドのクロマトグラ
ムを図１～３に示す。
　なお、今回の分析条件においてはシンナ
ムアルデヒドの検量線は、0.010mg/ml ま
での範囲で良好な直線を示した。 
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図１　シンナムアルデヒド標準品のHPLCクロマトグラム
図２　桂皮から検出されたシンナムアルデヒドのHPLCクロマトグラム
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　⑵ 桂皮及び生糖粥中のシンナムアルデヒ
ド含有量の計算
　　ⅰ 桂皮からのシンナムアルデヒド含有
量の計算
　Ⅱ、２．の項に記載の分析法に従い
HPLC を使用し、生薬である桂皮（乾燥物）
中のシンナムアルデヒド濃度を分析した。
桂皮100g 中49.4mg/g であることを確認し
た。桂皮中のシンナムアルデヒド含量計算
は以下に示す。
　 検 量 線 よ り、 検 疫 中 の 濃 度（X mg/
ml）は、｛ Y（面積）－6076.2 ｝/6×108とな
ることから、
　X ＝（14819864×2－6076.2）/6×108
　　＝0.0494mg/ml
　桂皮の中の含量を計算すると
（0.0494×30.6）/3.06＝0.494mg/g　桂皮
　したがって、桂皮100g 中のシンナムア
ルデヒド含量は49.4mg となる。
　　ⅱ 生糖粥からのシンナムアルデヒド含
有量の計算
　桂皮を使用した「生糖粥」を分析法に従
い、HPLC を使用し測定すると、シンナム
アルデヒドは生糖粥100g 中から1.46mg/g
抽出された。今回使用した桂皮は15g であ
る。したがって、その中のシンナムアルデ
ヒド量は7.410mg となる。
　なお、生糖粥中のシンナムアルデヒド含
量計算は以下に示す。
　Y（面積）＝882256　　であるから
　X（mg/ml）＝0.00146mg/ml に相当
　生糖粥中の含量を計算すると
（0.00146×55.2）/5.52　 ＝0.0146mg/g　
 生糖粥
図３　生糖粥から検出されたシンナムアルデヒドのHPLCクロマトグラム
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　したがって、生糖粥100g 中のシンナム
アルデヒド含量は1.46mg となる。
　⑶ 生糖粥等からの検出した桂皮主成分の
含量に関する考察
　今回薬膳に使用した生薬である桂皮は、
前述の通り、その独特の甘みと香り、そし
てかすかな辛みが特徴であり、シナモンと
してカプチーノ等の飲料やアップルパイ、
シナモンロールなどの洋菓子の香り付けに
も使用されている。
　その主成分はシンナムアルデヒドという
芳香族アルデヒドの一種である。
　今回検出されたシンナムアルデヒドにつ
いては次のように考えられる。
　　ⅰ 桂皮からのシンナムアルデヒド含有
量
　桂皮100g 中のシンナムアルデヒド含量
は49.4mg という結果より、文献値として
の明確な桂皮中の含量記載はないが17）、精
油として１～３％、うちシンナムアルデヒ
ドは65～75％との記載がみられる。しかし、
天然物であり種類（品種）、産地（国）、収
穫時期等により、その含量は大きく変動す
るものと思われる。
　今回、薬膳の材料として用いた桂皮は前
述のとおり100g 中49.4mg のシンナマアル
デヒドを含むことになり、上記の記載から
みれば、かなり含量の低い品質であると思
われる。
　　ⅱ 生糖粥からのシンナムアルデヒド含
有量
　生糖粥100g 中のシンナムアルデヒド含
量は前述のとおり1.46mg となる。
　仮に４人前の生糖粥の重量が500g とす
ると、粥全体中のシンナムアルデヒド含量
は（1.46×500）/100＝7.300mg となる。
　　ⅲ シンナムアルデヒドの生糖粥への移
行量
　材料として用いた桂皮は15g であること
から、その中のシンナムアルデヒド含量は、
（49.4×15）/100＝7.410mg となり、
移行量＝7.300/7.410×100＝98.5％になる。
　今回の調理方法においては、ほぼ完全に
（100%）桂皮中のシンナムアルデヒドが
生糖粥中に移行していることが分かる。
５．栄養成分結果から見た疾病との関係
　表１～４に今回作成した薬膳メニューの
栄養分析結果を示した。栄養成分と疾病予
防（発症）の関係に関しては、多数の成書
に記されている18）～20）。
　例えば、月経痛の場合には血行をよくす
るといわれるビタミンＢ群や鉄分などのミ
ネラル類、その他数多くの栄養成分が係
わっているとされているし、便秘の場合だ
と食物繊維、美肌の場合は月経痛のときと
同様、血行をよくする B 群を中心とした
ビタミン類が有効だとされている。
　また、癌に対しても、癌の種類により異
なるが、各種のビタミン、ミネラル、食物
繊維等の成分が有効だとされている19）～20）。
　しかし、今回の場合の成分結果では、作
成した薬膳の中に上記のようなビタミン､
ミネラル等が多く含まれているというよう
な、明らかな傾向を見ることは出来なかっ
た。これは、従来の西洋医学的観点から見
た栄養学の知見と、今回の東洋学的な観点
から見た薬効の評価がまったく異なる理論
から成り立っているからだと思われる。し
かし、食品本来の持つ薬効は、現実的には
存在するものであるから、この点における
学問の発展が今後必要になってくると思わ
れる。
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６．東洋医学と西洋医学の両観点から見た
薬膳の効能・効果の検証
　近年、西洋医学の手法を駆使しても原因
がつかめない肩こり、頭痛、腰痛さらには
女性特有の不定愁訴と呼ばれる慢性疾患が
増えてきているといわれている。
　そうした場合、原因究明のための検査は
近代医療の方法（CT スキャン、MRI、超
音波診断装置等）を使用しても、治療は漢
方をはじめとする東洋医学を利用する、い
わゆる東洋医学と西洋医学の総合診療を実
施する医療機関が増えてきている21）、22）。
　また、がんは東洋医学的には数々のスト
レス、飲食不節、臓腑機能の失調等の原因
により、気滞血瘀、邪熱火毒、肝気鬱結、
気血虚損の状態から発生するとされてい
る。そのため、これらの病因を取り除くた
めの益気養血、滋陰補養、清熱解毒、疎刊
和胃作用を持つ食材や中薬ががんの治療に
用いられている13）、20）。
　漢方薬は数種類の生薬を組み合わせた医
薬品であり、患者の体質、症状、病気の進
行状況を把握した上で「証」に基づき投与
されるもので、西洋医学で用いられるいわ
ゆる医薬品（化学合成物質）に比べ、即効
性という面では劣るものの、副作用、誤用、
薬害等の面で安全であるとされている23）。
　ただ、残念ながら現在のところまだ漢方
薬の効能についての科学的根拠（EBM）は、
すべて解明されているわけではない。薬膳
に関しても、その解明はほとんどなされて
ない21）、22）。
　今回検討を行った薬膳に対する RG によ
る効能・効果の評価および HPLC を用い
た主成分分析は、漢方薬ほど医薬品的要素
は強くないものの、薬膳料理の日常的な摂
取により疾病の発生を予防しようとする
時、東洋医学と西洋医学の両観点から、そ
の妥当性さらには科学的根拠を与えるもの
であると考えている。
　特に今回の場合、RG から検討した結果
（東洋医学的観点）では、４疾患のうち月
経痛を目的として作製した薬膳の RG 以外
は漢方薬の RG と近似する結果が得られた
ことから、今後はさらに薬膳のメニューの
改良、比較対照とする漢方薬の検索等を行
うことによって、さらに一致するメニュー
を作成することが可能と思われた。ただ、
今回 RG の一致を見ることが出来なかった
月経痛の予防を目的として作成した桂皮を
用いた薬膳から、HPLC を用いた化学分析
によってその有効成分（シンナムアルデヒ
ド）が確認されたことから、薬膳の効能・
効果を西洋医学の観点から検証していくこ
とが可能であると思われ、そのためには、
今後さらに各種の薬膳からの有効成分の分
析を試みていく必要があると思われた。
Ⅴ．結論
　今回、我々は女性の体を守り、女性特有
の悩みを改善することが期待できる４種の疾
患（月経痛、便秘、美肌、癌）に有効と思わ
れる薬膳の効能効果に対する検討を行った。
　これらの疾患の予防・改善について、その
効果・効能を東洋医学的観点から評価するこ
とができる RG を作成し、漢方薬と同様の効
能・効果が薬膳としても期待できるかを調べ
ることとした。
　その結果、月経痛の改善を目的として作
製した薬膳以外の３種類の疾患（便秘、美
肌、癌）に対する薬膳の RG は、その予防・
改善効果があるとされる漢方薬の RG に近
似するものを認めることができた。
　また、桂皮を用いて作成した薬膳から、
HPLC を用いた化学分析によってその有効
成分であるシンナムアルデヒドを確認する
ことが可能であった。
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